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1. 平成26年度以降の入札方法に関する
 アンケート回答の集計結果

設問３．平成26年度以降の入札制度等に関すること
(1)ポリエステル素材の市況に強く影響を受ける、容リルートのＰＥＴボトルの

 入札制度等について望ましい選択肢としてはどのように考えられますか。

 (択一)

○bを選択された方にお聞きします。入札回数は何回が適当だと思いますか。
○cまたはdを選択された方にお聞きします。落札単価を変動させる場合の指標

 
はどのようなものが適当だと思いますか。

○eを選択された方は、下記に具体的内容を記入してください。

a. 年1回入札で期中に市況変動しても年初落札単価を変えない従来どおりの方法

b. 年複数回の入札を行い、期中には特別な対応をしない方法

c. 年1回入札で期中に大幅な市況変動(高騰、急落)があった場合、何らかの指標を決めておき、

期中でも落札単価を変動させる方法

d. 複数年の入札で期中に大幅な市況変動（高騰、急落）があった場合、何らかの指標を決めておき、

期中でも落札単価を変動させる方法

e. その他の方式

(公財)日本容器包装リサイクル協会
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平成26年度以降の入札方法に関する
 アンケート回答の集計結果

(公財)日本容器包装リサイクル協会

a.１回/年 b.複数回/年 c.１回/年＋指標
d.１回/複数年＋

 
指標

e.その他 合計

再商品化事業者
6 12 22 3 10 53

11% 23% 42% 6% 19% 100%

利用事業者
4 9 6 2 4 25

16% 36% 24% 8% 16% 100%

市町村・

 
事務組合

137 189 126 13 6 471

29% 40% 27% 3% 1% 100%

％合計 56% 99% 92% 16% 36% 300%

加重平均％ 19% 33% 31% 5% 12% 100%
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2. アンケートからの抽出項目(再商品化事業者) 53社

(公財)日本容器包装リサイクル協会

①価格以外の評価軸
②量の確保

•入札単価の安定に繋がる要素の一つとして、

 
自治体からの「容リ協会ルート」への申し込み

 
量の拡大を図ることだと思います。「独自処理

 
ルート」の自治体等について、「容リ協会ルー

 
ト」へ全量戻すための強制力をもった仕組みの

 
構築が必要だと考えます。

•市町村申込量に対する再商品化能力が2倍

 
近くあり、入札において過当競争となっている

 
状況が一つの問題であると考えます。市町村

 
申込量の増加に努めると同時に、その他プラ

 
スチック事業のような総合的評価や製品に対

 
する評価等、査定において評価項目を増やし、

 
全体の再商品化能力の抑制を視野に入れる

 
必要があるのではないでしょうか。

③市況変動への対応、フレーク輸出
④経営の安定

①
②

③③ ④
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<参考> 
第1回検討会プレゼンテーションからの

 抽出項目(再商品化事業者の代表3社)

(公財)日本容器包装リサイクル協会

Ａ

Ｂ Ｂ
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アンケートからの抽出項目(利用事業者) 25社

(公財)日本容器包装リサイクル協会

①市況変動への対応
②価格以外の評価軸
③量の確保
•現在のシステムでは市況からはなれた入

 
札価格になってしまうのではないか。現在

 
の入札制度は過度な競争となることで、入

 
札価格の上昇につながることが危惧され

 
る。
•事業者の再生可能能力量約42万トンに

 
対し、入札量が約20万トンと50％を切って

 
いることも問題だと思います。入札制度で

 
すから、事業者で競わせて価格が変動す

 
るのは理解できますが、落札量が極端に

 
少ない事業者が多く出ており、昨今では販

 
売価格は後回しで、とりあえず高く入札し

 
て量だけ確保する風潮になっていると思い

 
ます。これでは、利用者の原料市況などの

 
意見は通らず、販売(購入)価格交渉がや

 
りにくい状況です。量確保のために遠方ま

 
で落札している事も問題だと思います。近

 
隣の事業者が落札できず、遠方の事業者

 
が落札しているため、遠くまでトラックを向

 
かわせて引取を行う。リサイクル事業で環

 
境に良いことをしているのに、トラックを遠

 
方に出すことで、燃料などのエネルギーを

 
無駄に使っているのは本当に環境に良い

 
ことなのかと思います。
④

 

安定した引取・供給、地域制考慮

①

②

④
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アンケートからの抽出項目(市町村) 471市町村

(公財)日本容器包装リサイクル協会

①

 

市況変動への対応
②

 

事務処理負担の軽減
③

 

安定した引取・供給

•想定外の価格変動に対応しないと、入

 
札参加業者に負担をかけ、制度の継続

 
的運用に影響が出る可能性がある。変

 
動に合わせ入札を実施するのが効率的

 
と考える。
•自治体によっては、年度当初の落札単

 
価を元に、１年間の歳入額の予想を立

 
てている。年度途中で単価が変動する

 
ことは、歳入額の予想がしづらくなるの

 
で、今まで通り、年1回の入札が望まし

 
い。

④

 

事務処理負担軽減

① ②

③
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アンケートからの抽出項目(総合)

(公財)日本容器包装リサイクル協会

＜各属性ごとの％の積み上げグラフ＞

（１）

（２）

（３）

（４）
（５）

(＊)
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＜参考＞
 「その他入札・引取制度への提案」の主な意見

(公財)日本容器包装リサイクル協会

＜再商品化事業者＞

・最低保証量の確保

 

・特定の大規模事業者が大量に受注できない仕組みも必要

・入札単価を抑制する仕組みがほしい(入札上限単価設定等）

・市町村の円滑な引渡しを促すべく地方自治法の改正を含め、輸出の歯止めのための法

 的規制をお願いしたい。

＜利用事業者＞

・定期的に価格改定を行うべき

 

・国内利用者の原料市況等を勘案して入札して欲しい

・再商品化製品利用事業者が、市場と連動した適正な価格で安定的に再生PETフレーク

 を調達できる制度

＜市町村＞

・入札額の上限下限の設定

 

・年2回の入札に対応できない最悪な状況のために下限指

 標も決めておく。

・海外市況に影響されないような業界団体の構造改革を行ってほしい。（国内流通をメイン

 に構築）
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３．主要抽出項目と原因・問題点の絞込み

（１）市況変動には対応すべき

（現象・現状）

・リーマンショックのような世界的

な金融危機でなくても、ポリエス

 テル素材の市況変動によって平成

 24年度のようなＰＥＴボトル再商

 品化製品の販売不振、在庫急増が

 発生した。

（原因・問題点）

・原則年1回入札による、再生

ＰＥＴボトル素材の、バージ

 ン樹脂市況への追随性の低さ

・落札可能量と引渡し量の乖

 離が大きく、過当競争となり

 高値落札が2年以上続いた。
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主要抽出項目と原因・問題点の絞込み

(公財)日本容器包装リサイクル協会

（２）価格以外の評価軸の導入

（現象・現状）

・現在の容リ協のＰＥＴボトルの入札

 制度では、ケミカルリサイクル(対

 象は1社のみ)優先も含めて、原則は

 入札単価のみにより落札事業者が決

 まっている。

（原因・問題点）

・入札単価がすべてであり、

 高値落札を助長する。

・ＢtoＢ、食品用トレー用途

 などの新規需要拡大、高度

 な品質のリサイクルなどの

 推進を実現しづらい。
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主要抽出項目と原因・問題点の絞込み

(公財)日本容器包装リサイクル協会

（３）量の確保が必要

（現象・現状）

・現在の容リ協へのＰＥＴボトルの引

 き渡し量は年間約20万ﾄﾝ、登録事業

 者の査定処理能力合計は約38万ﾄﾝ。

（原因・問題点）

・落札可能量と引渡し量の乖

 離が大きく、過当競争とな

 り、高値落札の原因となる。
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主要抽出項目と原因・問題点の絞込み

(公財)日本容器包装リサイクル協会

（４）地域性を考慮した入札制度

（現象・現状）

・現在の容リ協のＰＥＴボトルの入札

 制度では、入札対象保管施設を地域

 で限定せず、全国どの事業者でも入

 札できる。

（原因・問題点）

・規模が大きく、有利な物流

 網を構築している事業者は、

 遠隔地の保管施設でも落札

 可能なため、過当競争を助

 長することになる。

・市町村が行う住民への説明

 などで、二酸化炭素削減、

 省エネなどと矛盾する印象

 を与える。
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主要抽出項目と原因・問題点の絞込み

(公財)日本容器包装リサイクル協会

（５）フレーク輸出解禁の要望・必要性

（現象・現状）

・現在の容リ協のＰＥＴボトル再商品

 化製品のうち、ペレットのみ輸出を

 認めている。

（原因・問題点）

・フレークを国内にしか販売

 できず、国内の再生ＰＥＴ

 が過剰状態となった場合、

 価格の下落を招く。
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４．現状の問題点と検討課題(案)

１．再生ＰＥＴボトル素材の市況追随性の向上

(1)入札回数の見直し

（2）期中の市況連動が可能な方式の検討

２．再生ＰＥＴ材料に対する需要拡大

３．落札可能量と引渡し量の乖離

(公財)日本容器包装リサイクル協会 16
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４．現状の問題点と検討課題(案)

１．再生ＰＥＴボトル素材の市況追随性の向上(１)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(1)入札回数の見直し

 

＜短期課題＞

(1回／年

 

⇒

 

複数回／年)

○回答選択状況

再商品化事業者

 

23%

利用事業者

 

36%

市町村等

 

40%

加重平均

 

33%

○回数は、年2回が回答数の80.7％

○再商品化事業者

・半年単位で販売価格に応じた入札が行

 えるため。

・落札した事業者、落札できなかった事

 業者、どちらにも公平にチャンスが与

 えられる。

・本音を言えば２月に１回が弊社予算上

 も都合がよいが実態に沿う体制を踏ま

 えると年２回までが妥当
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現状の問題点と検討課題(案)

(公財)日本容器包装リサイクル協会

１．再生ＰＥＴボトル素材の市況追随性の向上(２)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(1)入札回数の見直し

 

＜短期課題＞

(1回／年

 

⇒

 

複数回／年)

(続き)

○利用事業者

・入札のチャンスが二度あれば、相場変

 動に対応できる確率が高くなると予想

 する。

・昨年の6月はバージンと再生品の価格

 差が無く、再入札でメリットが出て来

 た為。
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現状の問題点と検討課題(案)

(公財)日本容器包装リサイクル協会

１．再生ＰＥＴボトル素材の市況追随性の向上(３)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(1)入札回数の見直し

 

＜短期課題＞

(1回／年

 

⇒

 

複数回／年)

(続き)

○市町村等

・年1回の入札で年間の市況を判断する

 のは難しいが、年複数回（2～3回）で

 あれば判断しやすい。その上で、落札

 業者が契約を完全に履行することを望

 む。

・当市における独自処理ルートのペット

 ボトル処理は上期・下期の２回入札で

 事業者選定しており、今年度も含めて

 例年この入札回数で順調に引取りが進

 行しているため。
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(1)入札回数の見直し：アンケート等の意見、指摘

(公財)日本容器包装リサイクル協会

○再商品化事業者

・半年単位で販売価格に応

 じた入札が行えるため。

・落札した事業者、落札で

 きなかった事業者、どちら

 にも公平にチャンスが与え

 られる。

・本音を言えば２か月に

 １回が弊社予算上も都合が

 よいが実態に沿う体制を踏

 まえると年２回までが妥当。

○利用事業者

・入札のチャンスが二度あ

 れば、相場変動に対応でき

 る確率が高くなると予想す

 る。

・昨年の6月はバージンと再

 生品の価格差が無く、再入

 札でメリットが出て来た為。

○市町村等

・年1回の入札で年間の市況

 を判断するのは難しいが、年

 複数回（2～3回）であれば判

 断しやすい。その上で、落札

 業者が契約を完全に履行する

 ことを望む。

・当市における独自処理ルー

 トのペットボトル処理は上

 期・下期の２回入札で

 事業者選定しており、今年度

 も含めて例年この入札回数で

 順調に引取りが進行している

 ため。
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現状の問題点と検討課題(案)

１．再生ＰＥＴボトル素材の市況追随性の向上(４)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(2)期中の市況連動が可能な方式の検討

＜短期課題＞

(フォーミュラー方式)

○回答選択状況

再商品化事業者

 

42%

利用事業者

 

24%

市町村等

 

27%

加重平均

 

31%

○再商品化事業者

・工場、会社の経営計画として、最低１

 年間は見ておきたい為。

・年複数回入札(b)では健全運営が困難、

 複数年に1回入札(d)では落札失敗時に

 事業継続が見込めない。

・再生品の利用事業者にﾒﾘｯﾄを持たせ、

国内需要を増やしていかなければ、近

 い将来中国が買わなくなった時に本当

 の崩壊が訪れると考える。従って年１

 回にして、利用事業者の買値の変動に

 合わせるべき。
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現状の問題点と検討課題(案)

(公財)日本容器包装リサイクル協会

１．再生ＰＥＴボトル素材の市況追随性の向上(５)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(2)期中の市況連動が可能な方式の検討

＜短期課題＞

(フォーミュラー方式)

(続き)

○利用事業者

・再生ＰＥＴ樹脂は基本的にはバージン

 ＰＥＴ樹脂の価格に連動すると考えら

 れるため。

・根本的な問題は別にあるが、解決には

 時間が掛かる為、応急処置としては一

 番適当。入札の回数を増やすのは、混

 乱を招くだけ。
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現状の問題点と検討課題(案)

(公財)日本容器包装リサイクル協会

１．再生ＰＥＴボトル素材の市況追随性の向上(６)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(2)期中の市況連動が可能な方式の検討

＜短期課題＞

(フォーミュラー方式)

(続き)

○市町村等

・途中で事業者が変わることがないので

 調整に手間取ることはなく、スムーズ

 な引渡しが可能。

・減額だけでなく、増額にも対応が可能

 となる。

・ペットボトル選別処理施設の安定した

 操業を行うため、引取業者の変更は最

 小限が望ましい。

・年１回の入札であれば、関係者の事務

 も従来どおりであるし、今年度のよう

 な緊急を要する事態にも速やかに対応

 が取れると思われるため。
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(2)期中の市況連動が可能な方式の検討：アンケート等の意見、指摘

○再商品化事業者

・工場、会社の経営計画として、

最低１年間は見ておきたい為。

・年複数回入札(b)では健全運営が

困難、数年に1回入札(d)では落札失

 
敗時に事業継続が見込めない。

・再生品の利用事業者にﾒﾘｯﾄを持た

 
せ、国内需要を増やしていかなけれ

 
ば、近い将来中国が買わなくなった

 
時に本当の崩壊が訪れると考える。

 
従って年１回にして、利用事業者の

 
買値の変動に合わせるべき。

○利用事業者

・再生ＰＥＴ樹脂は基本的には

 
バージンＰＥＴ樹脂の価格に連

 
動すると考えられるため。

・根本的な問題は別にあるが、

 
解決には時間が掛かる為、応急

 
処置としては一番適当。入札の

 
回数を増やすのは、混乱を招く

 
だけ。

○市町村等

・途中で事業者が変わること

 
がないので調整に手間取るこ

 
とはなく、スムーズな引渡し

 
が可能。

・減額だけでなく、増額にも

 
対応が可能となる。

・ペットボトル選別処理施設

 
の安定した操業を行うため、

 
引取業者の変更は最小限が望

 
ましい。

・年１回の入札であれば、関

 
係者の事務も従来どおりであ

 
るし、今年度のような緊急を

 
要する事態にも速やかに対応

 
が取れると思われるため。
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(2)期中の市況連動が可能な方式の検討：アンケート等の意見、指摘



 

落札単価を変動させる場合の指標はどのようなものが適当だと思いますか。

 ⇒基本的にはバージンＰＥＴ樹脂価格

 
(具体例としてICIS、国内、輸入)



 

以下はプラスαの指標としての提案例

○再商品化事業者
・国内及び国際再生材市況

・原油などの多くの指標(5個以上)のうち

2個以上外れたら調整

・影響度合いを定量評価可能な価格フォー

ミュラー(バージン樹脂や為替)

・再商品化製品の平均在庫月数など直接的

な指数

・原油、ナフサ、ＰＸ、ＥＧ等

・代表的な利用事業者購入価格

・買い取り価格の平均値、バージン樹脂に

対する再生原料の比

・近隣諸国のＡ級ペットフレークの相場

・再生ペレット価格

○利用事業者

・原料の国際取引価格

・為替とICIS

○市町村等

・原油価格、為替

・協会と再生処理事業者の協議

・国際的な大暴落のとき

・廃ＰＥＴボトル再商品化協議会

発表のＰＥＴフレーク市況

・引取辞退希望事業者の割合

・景気指標、ＧＤＰなど

・過去3年位の平均

・相場と落札単価、再生原料価格

とバージン材価格の差額や比率

・変動幅は、10%未満１、10～20%

4、20～30%

 

6、30～50%

 

7、

50%以上1の回答あり

(公財)日本容器包装リサイクル協会



2626(公財)日本容器包装リサイクル協会

現状の問題点と検討課題(案)

１．再生ＰＥＴボトル素材の市況追随性の向上(７)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(3)入札単価の制限

 

＜中長期課題＞ ○再商品化事業者

・入札単価を抑制する仕組みがほしい

(入札上限単価設定等）

○市町村等

・入札額の下限上限を定めておき、年1

 回の入札で下限を下回れば、協会の

 プール金額から補充。上限を上回れば

 協会へプールする。
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現状の問題点と検討課題(案)

(公財)日本容器包装リサイクル協会

１．再生ＰＥＴボトル素材の市況追随性の向上(８)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(4)地域性を考慮した入札制度

＜中長期課題＞

○再商品化事業者

・エリア・ブロック別入札制度導入の検討。

・保管施設の所在地を基に入札可能地区を

制限し、入札価格の過熱を防ぐ。

○市町村等

・引き取り先が遠方にならないように、

 エリアを区切ってほしい。



2828(公財)日本容器包装リサイクル協会

現状の問題点と検討課題(案)
２．再生ＰＥＴ材料に対する需要拡大(１) (＝出口の需給ギャップ解消)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(1)価格以外の評価軸(国内新規需要の

 拡大促進、国内リサイクル優先、等)

 ＜中長期課題＞

○再商品化事業者

・その他プラ同様の総合的評価の導入

・設備能力、生産した再生材の品質、納

 品実績、販売単価、再商品化製品利用

 事業者の評価、等を総合的に評価

・品質面、技術面、社会貢献、サービス

 面で、利用事業者や市町村

 

からの声

 が反映できるような評価制度

・ユーザー満足度（品質や対応）や引取

 自治体からの評価。

・資源問題・環境問題等に再商品化事業

 者・再商品化製品利用事業者が取り組

 んだ実績・効果



2929(公財)日本容器包装リサイクル協会

現状の問題点と検討課題(案)
２．再生ＰＥＴ材料に対する需要拡大（２）

 
(＝出口の需給ギャップ解消)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(1)価格以外の評価軸(国内新規需要の

 拡大促進、国内リサイクル優先、等)

 ＜中長期課題＞

（続き）

・国内販売能力、製品グレードによりランク

付けを行い優先枠を導入すべき

・再生品のトレーサビリティを徹底し国内

利用の優先度をあげる仕組み

・中間処理及び利用事業者として一貫生産

事業者の優先枠制度

○利用事業者

・国内メーカーのニーズに合わせて品質向上

にまじめな取り組み

・市町村からの評価及びユーザーとの取組・

用途・品質・技術・安全基準・ＩＳＯ等の

新たな基準を取り入れた評価制度
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現状の問題点と検討課題(案)

(公財)日本容器包装リサイクル協会

２．再生ＰＥＴ材料に対する需要拡大（３）

 
(＝出口の需給ギャップ解消)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(1)価格以外の評価軸(国内新規需要の

 拡大促進、国内リサイクル優先、等)

 ＜中長期課題＞

（続き）

・回収されるPETボトルの数量、②再商品化

事業者の処理能力、③国内における再商品

化製品利用事業者の使用量のアンバランス

が解消しなければ根本的な解決にはならな

い。特定事業者に対して生産者責任として

のＢｔｏＢの拡大施策を講じることを最優

先すべきである。

○市町村等

・ペットボトルがペットボトルに生まれ変わ

るのは、僅か５％。国内では大手料メー

カーと提携しているのは２社程度。ペット

ボトルが元の姿に生まれ変わる再生事業の

確立が理想。



3131(公財)日本容器包装リサイクル協会

(1)価格以外の評価軸：アンケート等の意見、指摘

○再商品化事業者

・その他プラ同様の総合的評価の導入。

・設備能力、生産した再生材の品質、

納品実績、販売単価、再商品化製品利用

 
事業者の評価、等を総合的に評価。

・品質面、技術面、社会貢献、サービス

 
面で、利用事業者や市町村

 

からの声が

 
反映できるような評価制度。

・ユーザー満足度（品質や対応）や引取

 
自治体からの評価。

・資源問題・環境問題等に再商品化事業

 
者・再商品化製品利用事業者が取り組ん

 
だ実績・効果。

・国内販売能力、製品グレードにより

ランク付けを行い優先枠を導入すべき。

・再生品のトレーサビリティを徹底し

国内利用の優先度をあげる仕組み。

・中間処理及び利用事業者として一貫生

 
産事業者の優先枠制度。

○利用事業者

・国内メーカーのニーズに合わ

 
せて品質向上にまじめな取り組

 
み。

・市町村からの評価及びユー

 
ザーとの取組・用途・品質・技

 
術・安全基準・ＩＳＯ等の新た

 
な基準を取り入れた評価制度。

・回収されるPETボトルの数量、

 
②再商品化事業者の処理能力、

 
③国内における再商品化製品利

 
用事業者の使用量のアンバラン

 
スが解消しなければ根本的な解

 
決にはならない。特定事業者に

 
対して生産者責任としてのＢｔ

 
ｏＢの拡大施策を講じることを

 
最優先すべきである。

○市町村等

・ペットボトルがペットボ

 
トルに生まれ変わるのは、

 
僅か５％。国内では大手飲

 
料メーカーと提携している

 
のは２社程度。ペットボト

 
ルが元の姿に生まれ変わる

 
再生事業の確立が理想。



3232(公財)日本容器包装リサイクル協会

現状の問題点と検討課題(案)

２．再生ＰＥＴ材料に対する需要拡大（４）

 
(＝出口の需給ギャップ解消)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(2)フレークの輸出解禁

＜中長期課題＞

○再商品化事業者

・景気回復のためにも、ペレット同様に

 フレークの輸出解禁を検討してほしい。

・フレークの輸出を認める。それによっ

 て国内再生材供給過剰となった場合価

 格の下落が抑えられる。



3333(公財)日本容器包装リサイクル協会

現状の問題点と検討課題(案)

３．落札可能量と引渡し量の乖離（１）

 
(＝入り口の需給ギャップ解消)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(1)市町村独自処理対応＜中長期課題＞

○分別収集したＰＥＴボトルの容リ協への

引き渡しに対するインセンティブの検討。

○再商品化事業者

・「独自処理ルート」の自治体等に「容

 リ協会ルート」へ全量戻すための強制

 力をもった仕組みの構築が必要。

・市町村の円滑な引渡しを促すべく地方

 自治法の改正を含める。
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現状の問題点と検討課題(案)

(公財)日本容器包装リサイクル協会

３．落札可能量と引渡し量の乖離（２）

 
(＝入り口の需給ギャップ解消)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(1)市町村独自処理対応＜中長期課題＞

(続き)

○市町村等

・再び容リ協ルートに戻ってきた自治体

 にペナルティを科したり、長く継続し

 て容リ協へ依頼をしている自治体(団

 体)に対して拠出金等の算出時に容リ協

ルートでの継続年数を加味したり、

入札時において何らかの優遇措置をと

るなどの差をつける対応をすべきである。

・価格について、容器リサイクル協会拠

 出金の単価が独自処理の市況より低い

 ケースが多い。協会としても少しでも

 高値で引き取られるよう努力して欲しい。



3535(公財)日本容器包装リサイクル協会

(1)市町村独自処理対応：アンケート等の意見、指摘

○再商品化事業者

・「独自処理ルート」の自治体等に

「容リ協会ルート」へ全量戻すための

強制力をもった仕組みの構築が必要。

・市町村の円滑な引渡しを促すべく

地方自治法の改正を含める。

○市町村等

・再び容リ協ルートに戻ってきた自治体

 にペナルティを科したり、長く継続し

 て容リ協へ依頼をしている自治体(団体)

に対して拠出金等の算出時に容リ協ルー

トでの継続年数を加味したり、入札時に

おいて何らかの優遇措置をとる等の差を

つける対応をすべきである。

・価格について、容器リサイクル協会拠

 出金の単価が独自処理の市況より低い

 ケースが多い。協会としても少しでも

 高値で引き取られるよう努力して欲しい。



3636(公財)日本容器包装リサイクル協会

現状の問題点と検討課題(案)

３．落札可能量と引渡し量の乖離（３）

 
(＝入り口の需給ギャップ解消)

検 討 課 題 (案) アンケート等の意見、指摘

(2)価格以外の評価軸（落札可能量調整）

＜中長期課題＞

○需要拡大のための優先枠などの手法が、

 結果としてＰＥＴボトルの原料ベール

 への需要調整機能にもなりえる。
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